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＜連絡事項＞

· 8月7日～8月23日、8月28日～9月2日まで、ＳＷの実習生が来る予定です。現在実習計画書を作成しており、出来次第、各病棟へ配布します。

· スタッフ対象　アルコール依存症勉強会が、8月より行われる予定となっています。西病棟スタッフの対象者は次の通りです。

外城Ns　　　　佐々木（美）Ns　　　　　東Ns

上記に挙げたスタッフ以外でも参加は受け付けています。企画書を近日配布しますので、周知お願いします。

＜患者様連絡事項＞

晴山　長司様…視力の低下の為、主治医より眼鏡作成検討するよう指示があります。

　　　　　　　眼科受診が必要なことから、本日御家族へ確認した所、付き添える日

時を後日連絡するとの事です。電話を受けたスタッフは対応お願いします。

　　佐藤　昌宏様…変薬後もソワソワ感が変わらずあり、作業に集中できていない状況で、本人も辛さ訴えています。本日主治医より、ソワソワ感よりも、気持ちの落ち込みがあると話されることあり。本日就床前薬より、デプロメール(抗不安薬)が臨時薬として処方となっています。(以後定期処方となります。) 引き続き、不調時はプログラムを休んで頂き、ソワソワ感や気分の落ち込みなど訴えを言語化できるような関わりをしていきましょう。

　　種市　久子様…昨日、弟様とＳＷの面談について、本人に伝えています。

弟様は本人の退院後の生活　①2週間程度は一人で様子を見る。②訪問看護を利用していく。以上について評価を示しており、本人も了承しています。今後は退院に向け進めていく予定です。退院を考える上では御家族とのかかわりが重要となり、本人の弟様・お母様への不満・不安出現や、自傷行為が予想されます。その都度訴えを傾聴し、対処法のアドバイスや不安の軽減に努めましょう。

若松　澄子様…本日歯科受診しています。

　　　　　　　義歯は、自己管理能力の低下と病状不安定な事からステーション管理とし、食事時のみの装着とします。

　　　　　　　義歯装着時の違和感出現時は、疼痛・発赤部位の確認をし歯科医師へ情報提供し義歯調整をして頂きましょう。

＊次回歯科は8月4日です。

　　　新山　潤様　…退院後の上北の訪問看護利用については、御家族は了承されていますが、本人はしぶしぶ了解している状態です。今後は上北の保健師へ情報提供していく予定です。

　　　　　　　　　　引き続き、通院し定期的なデポ剤注射・服薬継続の必要性を指導していきましょう。

　　　本日午後、加賀谷　芙美子様が東Ｂユニットより転入予定です。

＜猪俣先生診察状況＞

　　　蛯名　勝幸様…服薬時の「苦味」については今はないと話されています。入眠困難については、生活リズムと整えるよう指導受けています。服薬調整は行われず、現在の服薬内容継続で、以後定期処方となります。

日中の午睡予防と就床時間「22時」を徹底し生活リズムを整えるよう関わっていきましょう。

駒木　洋士様…気分が安定されている事から、服薬調整は行われず、現在の服薬内容継続で、以後定期処方となります。本人より外出泊希望ありましたが、主治医よりもう少し様子をみるよう指示受けています。引き続き、日中の活動状況・夜間の睡眠状態の観察を行い、気分の安定が継続できるよう、現在の状態を評価していきましょう。

布施　邦雄様…排便状況良好のため、現在の服薬内容継続で、以後定期処方となります。今後も排便状況確認をしていきましょう。

大橋　照子様…日中の眠気については軽減していると話されています。現在の服薬内容継続で、以後定期処方となります。今後も、日中の活動状況の観察、起床後の眠気の程度の観察をしていきましょう。

＜レク活動評価・検討＞

· ハンドテニスやボーリング、円陣バレーは活気あり、参加者の反応は良好でした。普段参加されない患者様も表情良く参加する事が出来ています。

フルーツバスケットは、同じものを繰り返し提案したり、ルールを理解できずにいる患者様もおり、その都度スタッフが介入し参加していただいています。






















